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ジュミヤティ　アワラトゥリヤ
JUMIATI AWALATULIYAH
国 　 籍 インドネシア
職 　 種 介護
実習実施者 株式会社福村屋
監 理 団 体 GTS 協同組合

オン　ティ　アイン　グエット
ON THI ANH NGUYET
国 　 籍 ベトナム
職 　 種 紙器・段ボール箱製造
実習実施者 伸興荷材株式会社
監 理 団 体 GTS 協同組合

私は今日本で介護の仕事をしています。命に関わってい
るので介護の仕事は簡単な仕事ではないのだと思いま
す。一番心配なのは言葉がちゃんと理解できるかどうか
です。日本語が分からなくて質問する事が多いですが説
明してもらっても分からない事ばかりです。特に方言で
す。あかんやえらいといった言葉が最初は全然分かりま
せんでした。繰り返し話してくれたり丁寧に説明してく
れる人も沢山います。でも言葉が難しいとせっかくゆっ
くり話してもらっても分からないです。日本語の例を簡
単にあげてもらえると分かる事が多いです。抽象的な説
明が続くと頭の中で分からなくなってしまい、説明して
もらっているのに分かりませんと言うのも失礼かなと
思って分かったふりをしてしまう事もあります。でもい
つも応援してくれている皆さんのおかげで日本語が徐々
に理解できるようになりました。職員さんや利用者さん
に分からない事があったら聞いてねといつも心配してく
れます。本当に助かります。介護の仕事で色々な勉強が
できています。例えば人には思いやりの気持ちを持つ事
や気遣う事、自分には辛い事や困難な事があっても、あ

きらめずに仕事に取り組む事です。仕事している時よく
利用者さんに言われます。大きな声でお腹が空いたよ、
ご飯を持って来てくれよと言われ、さっき食べましたよ
と返事をしましたが十分も経っていないのにまた同じ事
を言われます。それは認知症のせいだと教えてもらいま
した何度も同じ事を繰り返す事は根気強くもなるし勉強
にもなります。優しく返事をする事は大切です。怒った
りイライラするのは絶対に駄目です。働くときはチーム
の協力が大事なので、皆さんの協力で気遣う事や思いや
りを持つ事も大切な勉強になっています。私は外国人で
すが職員さんに決して差別されるような事はなく、とて
も親切です。頑張ってねと言ってくれている職員さんも
多いです。いつも応援してくれている皆さんの気持ちに
答えたいので、仕事も勉強も頑張っていきたいと思って
います。特に介護の勉強です。高齢者介護に初めて携
わってから家族の大切さを実感します。体調が悪かった
り機嫌が悪い利用者さんもいますが家族さんと電話をし
たり、訪ねて来たりするとすぐに表情が明るくなりま
す。そして認知症の利用者さんもいます。いつも家に帰
りたいと言われます。なぜ家に帰りたいのかと聞くと子
供の世話をしないといけない、料理を作らないといけな
い、家族の世話をしなければならないと言われます。そ
れを聞いて私はとても感動します。傾聴する事が介護の
仕事のはじまりだと思います。

高齢者介護からの学び

　小さい頃は何も心配する必要が無かったことを覚えて
います。悲しい時は泣きました。楽しい時は笑いました。
私は子供の時はおいしい食事と好きなゲームについて考
えているだけで心配事は全く有りませんでした。しかし
不自由も有りました。私は遊びたいのに両親からは宿題
をさせられました。
　自分の考えを言いたいですが大人は「子供達は何かを
知っている。どこか別の場所に遊びに行く。」と言いま
した。そんな時は早く大人になりたいと思いました。大
人は誰にも管理されなく自分の好きなことができます。
しかし大人が直面する困難は決して知りません。
　私はだんだん成長して大人になります。今では自分の
好きなことができます。自分の未来のためにいろいろな
ことを決めます。そして成長するためには家族や友達か
ら離れて夢を築く必要があります。その時は誰もそばに
はいません。自分で生活をしなければなりません。友達
も忙しいので相談する人はいません。家族とは遠く離れ
て生活しているので両親とは携帯電話でしか話ができま
せん。その時は私が幸せに生活していると見えるように

いつも笑顔で「全てがうまく行っている。」と言います。
疲れていても落ち込んでいても両親を心配させることは
あえて言いません。
　私は自分自身でしかいろいろなことを挑戦できませ
ん。悩みが大きいと時々子供の頃に戻りたくなりますが
心配はいりません。大人になると仕事をしなくてはいけ
ないので会社に行くのは気が重くなります。そしてア
パートに帰って家事のことや生活費のことを心配してし
まいます。
　技術は進化し人々のコミュニケーションも少なくなっ
て来ています。特に若者が都会に就職した時は仕事のこ
としか関心が無く、仕事から帰ってきたらいろいろな理
由から周囲の人と触れ合おうとは思いません。
　私も忙しい日は部屋で体を休ませたくなり、周囲の人
とむだな時間をとりたくありません。また、見知らぬ人
との交流も敬遠します。だから私は親しい友人がいませ
ん。だから急いで部屋に帰って友人や家族に電話をしま
す。慣れない街には頼りになる人がいません。だから私
は自分自身でいろいろなことを考えて決めなければなり
ません。私を強くするのは孤独です。時々問題に突き当
たることがありますが相談する人がいません。その時は
「私が始めた理由を思い出す。」ことが大切です。そして
もっと頑張ろうと気持ちを切り替えます。
　自分が成長したことに気づいた時に「孤独は成長の代
償である。」と気づかされます。しかし孤独とはコミュ
ニケーションを取らなくて心を閉じることではないと思
います。成長するための孤独は自分の環境をより良く築
くことでもあります。だから私はそれによって自分自身
を今以上に成長させて行きます。

成長すればするほど孤独になります




